
収益事業に係る計算書類

学校法人　慈恵大学　収益事業部門

港区立がん在宅緩和ケア支援センター

至　　令和 4年 3月 31日

自　　令和 3年 4月  1日



（単位：円）

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

資 産 の 部 負 債 の 部

 流 動 資 産 21,089,774  流 動 負 債 21,089,774

預           金 21,089,774 未   　払  　 金 16,179,384

返　金　負　債 291,833

賞 与 引 当 金 4,618,557

 負  債  合  計 21,089,774

 固 定 資 産 0 純 資 産 の 部

利 益 剰 余 金 0

純  資  産  合  計 0

資  産  合  計 21,089,774 負 債・純 資 産 合 計 21,089,774

令和　4 年　3 月  31 日現在

貸借対照表



（単位：円）

 営業収益

受託事業収入 77,114,167 77,114,167

 営業費用

人件費 54,695,020

委託費 3,265,900

光熱水費 1,184,717

印刷製本費 955,405

賃借料 1,133,220

雑費 6,545,930 67,780,192

 営業利益 9,333,975

 経常利益 9,333,975

 学校会計繰入前利益 9,333,975

 学校会計繰入支出 9,333,975

 税引前当期純利益 0

 当期純利益 0

至　令和  4年　3月  3１日

自　令和  3年　4月 　1日

科　　　　　　　目

損益計算書

金　　　　　　　　額



１．重要な会計方針

（１）収益及び費用の認識基準

当法人は、受託事業収入に関して、基本協定書及び年度協定書に基づいて、港区立がん在宅緩和ケア支援

センターの管理運営業務を実施する履行義務を負っている。当該協定は、一定の期間にわたり履行義務を

充足する取引であり、履行業務を充足する進捗度に応じて収益を認識している。

（２）賞与引当金

職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当会計年度に帰属する額を計上している。

（3）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．重要な会計方針の変更

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和2年3月31日）等を当会計年度の期首より適用している。

この変更により、受託事業収入の返還に伴う負債は、従来、貸借対照表上、「未払金」に含めて表示していたが、

当会計年度より「返金負債」として表示している。

3．純資産の増減額及びその残高

　 純資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

当会計年度（自　令和3年4月1日　　至　令和4年3月31日） （単位：円）

0 0

0 0

0 0

0 0

利益剰余金 純資産合計

個別注記表

令和4年3月31日残高

会計年度中の変動額合計

当期純利益

会計年度中の変動額

令和3年4月1日残高


